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2020 年度まさこ基金助成審査結果報告 

 

  

NPO法人京都禁煙推進研究会（以下 NPO）は、故繁田正子先生がなされていたタバ

コ・喫煙問題に関わる数多くの社会的活動、学術的活動などにおいて、後進育成に尽力

されていたことに鑑み、次世代を担う若者のタバココントロール活動の推進を図る目的

で 2014年に「まさこ基金」を設立した。 

今年度は 2 月 1 日から 5 月 1 日までを応募期間とした。応募締め切り日までに 6 件

の事業の応募があったが、COVID-19流行の影響で 1件は応募を取り下げられた。NPO

の理事 5 名および外部の第三者 1 名の 6 名の委員で審査会を結成し、5 月 26 日から 6

月 14日の間に紙上審議を行った。 

各々の審査委員から申請事業に対する意見を出し合い、慎重に審議した結果、下記の

事業が今年度のまさこ基金助成対象に選ばれた。 

 

 

まさこ基金 2020年度助成事業一覧 

No. 事業名称 氏名 所属 助成金額（円） 

1 
禁煙支援アプリ臨床試験事後解析計画 亀山 直史 

慶応義塾大学医学部呼

吸器内科 

56,000 

 

2 禁煙教育 禁煙の医学 木次谷春香 福島看護専門学校 46,320 

3 小学 5、6年生児童の加熱式タバコや歯

周病を含めた喫煙に関する認識と啓発

に関する研究 

増田 麻里 
愛知学院大学短期大学

部歯科衛生学科 

 

40,000 

4 高知大学医学部４年生「社会医学演習」

における「小学生への防煙教育」 
山崎 慶子 

高知大学医学部環境医

学教室 

48,300 

 

5 小児気管支喘息の急性増悪により入院

した患児における、尿中コチニンを指

標とした急性受動喫煙曝露状況に関す

る研究 

宮本 学 
独協医科大学医学部小

児科学 

 

 

100,000 

 合計金額   290,620 

 

  



応募事業への審査コメント 

 

1. 亀山氏：既報のデータを解析して、禁煙支援アプリの有効・無効な集団を明らかにする

ことで、アプリの有効性のエビデンスとなりうる意義のある研究。学会がされない場合

には返還していただくという条件で、医師という立場も考慮して予算金額の半額を助

成。 

 

2. 木次谷氏：看護学生の禁煙教育への関わりを進め、タバコ問題への認識を深める活動と

して意義がある。助成対象者は、本来は申請者のみであるが、学生の活動に対して助成

するということで、書籍については 1 冊、交通費は特例として学生の交通費のみに助

成。 

 

3. 増田氏：小学校 5，6年生を対象に、歯周病を含めた喫煙に関する認識を調査し、啓発

教育を行ってその効果を検証する研究。講義をしてアンケートを取るというだけでは

意義は乏しいが、学生の研究・論文作成のトレーニングとしての意味はある。今後、児

童の歯周病の実態とタバコの認識の関連について研究されることを期待したい。 

 

4. 山崎氏：医学生による小学生の防煙教育のなかで、受動喫煙に関するアンケートを行う

とともに、一部の児童の尿中コチニンを測定して家庭での喫煙状況について調査する

という研究。新型タバコが流行している中で児童の受動喫煙の状況を調査するのは意

義があると思われる。 

 

5. 宮本氏：小児気管支喘息の急性増悪により入院した患児の尿中コチニン濃度を測定し

て受動喫煙曝露を推測して、受動喫煙曝露を回避することをめざす実践的前向き研究

と考えられる。本研究により喘息患児の受動喫煙曝露が回避できれば大いに意義があ

る。また、新型タバコの影響についても知見が得られる可能性があり興味がある。 

 

 

 


